
KEYPAT

KEYPAT
能登半島地震における全学メンタルサポートチーム KEYPAT 

(Kanazawa Educational Yell Psychological Assistance Team)
の立ち上げ

KEYPATコアメンバー
保健管理センター 吉川弘明、足立由美、馬場絢子
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KEYPAT

KEYPAT(Kanazawa Educational Yell 
Psychological Assistance Team)とは？

• 2024年1月1日に発生した能登半島地震によって、
心の不調を抱えることになった金沢大学構成員
を心理面から支援する全学的チーム
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KEYPATの構成メンバー

• コアメンバー

• 金沢大学保健管理センターの公認心理師である専任教員（足立、馬場）と
学校医・産業医（吉川）の３名

• 協力メンバー

• 金沢大学の専任教員の中から公認心理師資格を持つもので、KEYPATの趣旨
に同意し活動できる者（人間社会学域、医薬保健学域）

• 保健管理センターの保健師１名（安全衛生担当保健師）

• 保健管理センターの非常勤公認心理師の中からKEYPATの趣旨に同意し
活動できる者

• 専任学校医・産業医（２名）

• 運営サポートメンバー

• 学務部学生支援課
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スーパーバイザー
• 附属病院神経科精神科
菊知 充 教授

• 保健管理センター長
竹村博文 教授
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KEYPATの支援対象

• 金沢大学の学生と家族

• 学域生、大学院生、留学生、その他

• 附属学校園児童・生徒と保護者

• 教職員

• 大学、附属学校園、附属病院、附属施設
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KEYPAT

大学生、大学院生、その他
（留学生含む）、家族

附属学校園児童・生徒、
保護者

教職員（大学、附属学校園、
附属病院、附属施設）

KEYPAT相談窓口（メール）
KEYPATコアメンバー

担当：保健管理センター学生相談
公認心理師

担当：学校教育学類
学類長、総括長

担当：人間社会学域長

• 保健管理センター保健師と連携
• 協力公認心理師（主に人間社会

学域）が対応（原則1回対応、
外部紹介）

• 保健管理センターの公認心理師
が対応（専任・非常勤）

• 家族自身のケアについては原則
1回対応（外部紹介）

• スクールカウンセラーと連携
• 協力公認心理師（学校教育学

類）が対応
• 養護教諭と連携
• 保護者自身のケアについては

原則1回対応（外部紹介）

報告書をKEYPATコアメンバーが集約し、
アセスメントの上、さらに必要な支援
を検討する

医療的コンサルテーションが必要な場
合は各事業所産業医と連携（角間地区、
鶴間地区、平和町地区、兼六園下地
区：宝町地区（附属病院））

KEYPAT

英語でのカウンセリング
月10:00-15:00、金13:00-16:00

チームA チームB チームC

運営サポート
（学生支援課）
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1月9日対応開始
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KEYPATの活動状況

• 1月1日：能登半島地震発生。

• 1月5日：学長により関係者の招集。KEYPAT発足。同日のうちにコアメンバーにより、
KEYPAT体制案を構築。チームAの運営体制を確認。KEYPATメーリングリストを構築。
KEYPAT申し込みメールアドレスを作成。保健管理センターのwebサイトに災害時の心の健
康に関するメッセージを掲載。

• 1月6日：附属学校園統括長によりチームBの体制を策定。人間社会学域長により、チーム
Cに加わる同学域所属の公認心理師に協力依頼。

• 1月9日：最初の相談申し込みあり。対応開始。

• 1月22日：チームBメンバー全体のwebミーティング開催。

• 1月24日：チームCメンバー全体のwebミーティング開催。

• 1月26日：コアメンバーとチームCの公認心理師1名が、附属小学校を訪問。カウンセリン
グを実施するとともに、校長、副校長、養護教員、スクールカウンセラーとミーティン
グを行った。
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KEYPATへの申込件数と対応件数

チームA チームB チームC 計
1/9～1/19 7 16 2 25

1/22～1/26 3 6 3 12
計 10 22 5 37

7（2024.1.26現在）

個人への対応のほか、各事業所を訪問して、
集団へのコンサルテーションも実施

*チームBは児童・生徒と保護者が対
象であるため、申込方法が異なる
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金沢大学構成員をKEYPATが支援する理由

• 大学の学生・教職員には、能登半島に縁故がある者が多く、直
接的・間接的に被災している。早急な多角的な支援の一つとし
て、心理面のサポートを公認心理師のカウンセリングで行うこ
とは、有効であると考えた。

• 震災復興には被災後の時期により、様々な支援が必要となるが、
石川県を挙げた地元の支援は欠かせない。

• 震災復興に関われるものが、心の健康を保って活動できる状態
を維持しなければ、これから長期間にわたる支援は望めない。
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1月5日に保健管理センター
webサイトに掲載した災害時
のこころの変化に関する注意
喚起
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1月5日に保健管理センター
webサイトに掲載したKEYPAT
立ち上げの通知
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KEYPAT
「自治体の災害時精神保健医療福祉活動
マニュアル」より引用
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KEYPAT

精神保健・心理社会的支援（Mental Health and Psychosocial 
Services: MHPSS）におけるKEYPATの位置づけ

「自治体の災害時精神保健医療福祉活動マニュアル」より引用12



KEYPAT

ご清聴ありがとうございました。
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